
 

 

 

 

 

 

 

 

イソップ物語の「兎と亀」のお話はご存知のと

おり、足の速いウサギと足の遅いカメが競争し、

最終的にはカメが勝利する話です。ウサギはカメ

を甘くみて、途中で昼寝をするなど結果的には負

けてしまいます。一方、カメは着実に歩みを進め、

見事に勝利します。このお話は、「油断大敵」、「コ

ツコツ努力することの大切さ」というような教え

で紹介されることが多いと思いますが、別の見方

をすると、「ウサギとカメはそれぞれ見ていたと

ころが違っていたから」とも考えられます。ウサ

ギは競争相手のカメを意識して見ていた。しかし、

カメは最終目標のゴールを常に意識し、見ていた

のではないでしょうか。だから周りに惑わされた

りせず、ぶれずに集中できたのだと思います。 
さて、１学期がまもなく終わろうとしていますが、

臨時休校、分散登校、新しい生活様式と、目前の新

型コロナウイルス対策に追われ、学校の大義を見失

うことはなかったかと反省しているところです。１

学期の始業式及び入学式において、子どもたちに、

右のような話をしましたが、子どもたち自身は１学

期の自分をどのように思っているでしょうか。節目

にあたり、自分の行動を振り返ることは、これから

の目標を考えるうえでとても大切です。ぜひ、ご家

庭でも子どもといっしょに１学期を振り返って

いただき、ほめるべきところはほめ、がんばって

ほしいところはしっかりと伝えてください。そし

て、子どもたちには、夏季休業中に２学期の目標

を立て、２学期はその目標を常に意識して着実に

歩んでほしいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月27日（月） 

第 15 号 

観音寺市立柞田小学校 

発 行 Ⅺ
１年生 
・毎日元気に学校に来ること 
・本気全開で勉強すること 
・おはよう・ありがとうがきちんと言えること 

２年生 
１年生のお兄さん、お姉さんとしてお手本

になるような行動をしてください。 
３年生 

中学年と呼ばれるようになります。自分の
身の回りのことは自分できちんとできるよう
になってください。 

４年生 
自分の身の回りのことだけでなく、進んで

学級の仕事をしたり、おうちの手伝いをした
りしてください。 

５年生 
５年生がしっかりしている学校は学校全体

の雰囲気がよくなり、毎日の活動や学校行事
など、何事も上手くいく場合が多いです。学
校の要としての活躍を期待しています。 

６年生 
最上級生としての自覚を持ち、１日１日、

１分１秒を大切に過ごしてほしいと思いま
す。下級生から、あんな風に一生懸命がんば
る人になりたいとか、あんな風にまわりの人
にやさしくできる人になりたいとか、あこが
れをもたれる６年生になってください。 

＜１学期の風景＞ 

始業式や入学式での話 


